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１.はじめに

　近年，日本各地で水害が多発しており，都市部における

水害のリスクは年々高まっている．特に2000年9月に発生

した東海豪雨災害は，都市部における水害の影響の大きさ

を再認識させた．国や県は被災自治体の状況がなかなかつ

かめず，国が災害対策関係省庁連絡会議を開催したのは，

新川破堤から10時間近くたった12日13時であった1)．災

害状況の連絡については，地方自治体がそれぞれ行うこと

になっているが，このような大災害においては困難を極め

た．通常，洪水監視は河川の流量情報を基に行われてい

るが，外水被害のみならず内水被害も発生しうる都市部の浸

水状況を，リアルタイムかつきめ細かく把握することはなかな

か難しい．筆者らはこれまで，地震後の電力供給量の変動

が建物被害と高い相関があり，災害時における地域モニタリ

ング情報として電力供給量の有効性について検討している例

えば2)．そこで本研究では，電力供給量の変動を利用して，

都市水害における浸水地域の把握を試み，その有用性につ

いて検討する．

２.本研究の構成

(1) 研究対象地域

　2000年東海豪雨災害で最も被害の大きかった地域は，破

堤した新川流域である．そこで，本研究では新川流域の破

堤箇所を中心に，浸水被害の大きかった地域を対象として検

討を行う（図１）．なお本研究では，研究対象地域にある

図２に示す9カ所の配電用変電所を解析エリアとする．

(2) 分析の枠組み

　まず，GIS上での解析を行うため，必要となるデータベー

ス（配電エリア，50m標高データ3)，浸水実績図4)等）の整

備を行う．次に50mメッシュ標高データの平滑化ならびに配

電用変電所毎に各時刻別の電力需要予測を行う．これらの

結果を基に電力供給量の変動と浸水被害の関係について分

析する．

３.浸水区域と標高データの平滑化

　図３は配電エリアと浸水区域を示している．破堤した新川

左岸部のみならず，内水被害がいたるところで発生している

ことがわかる．浸水被害が標高に強く影響を受け，面的に

広がることから，対象地域の標高データを50m標高データ

から平滑化して求めた（図４）．すなわち，以下のような

手順で線形補間した．i番目の50mメッシュをMi，その標

高値をhiとすると，平滑化した標高値h’iは，以下のよう

にして求められる．

図１ 研究対象エリア

図２ 分析対象とした配電エリア区分
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図３ 配電エリアと浸水実績
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新川流域総合治水対策協議会事
務局：新川流域浸水実績図，2001．
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なお，xhi-1および xhi+1はそれぞれMiから最も近い標高

値±1m のメッシュまでの距離である．
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図７ 床上浸水被害率と配電エリア

図６ 浸水実績と浸水評価エリア

４. 電力供給比

　平常時における電力需要は，各配電エリアの時刻別気温を

用いて線形で表現されると仮定し，災害前（9月1日～8日

の平日）のデータを利用して回帰式を構築した．観測される

供給量を回帰式で算出される予測値で除した値を電力供給

比とし，この値を利用して浸水地域を評価する．

５.電力供給量の変動から評価した浸水被害地域

　図５は，11日18時～12日24時までの配電エリアA, E,

F, Iの電力供給量の変動をプロットしたものである．A配電

は冠水により機能支障に陥ったが，電力供給量にもそれが

示されている．浸水被害が発生した12日に電力供給量がど

の配電エリアも落ち込んでいる．またその落ち込み程度は，

配電エリアによって異なっている．12日0時～12時におけ

る電力供給比の最も小さい値を使用して，配電エリア内の浸

水被害地域の評価を試みる．図４に示す平滑化済の50m

標高メッシュデータを利用して，配電エリア内の50m標高メッ

シュの標高値の低い箇所から浸水地域として選択していく．

この選択は配電エリアの全メッシュ数に対する選択メッシュ数

の割合が，電力供給比と同じになるまで続ける（浸水評価

エリア１）．なお，変電施設が冠水し，供給支障を起こした

A-Cの配電エリアについては，施設が位置するメッシュの標

高値より低いメッシュは浸水したと判断（浸水評価エリア２）

し，それより高いエリアについては評価不能地域とした．

　上述のような手順で抽出された地域を浸水評価エリアとし，

浸水実績図と比較したものが図６である．電力供給量の変

動から評価した浸水地域が，実際の浸水区域とよく一致して

いることがわかる．図７は町丁・大字単位で集計した床上

浸水被害率を示している．これと先程算出した浸水評価エリ

アを比較したものが表２である．表内の数は電力供給量の

変動から評価した被害区分に含まれている町丁・大字の個

数である．床上浸水被害の大きい地域ほど，浸水エリアと

評価される結果となっている．また床上浸水率が0%の地域

は，その87%が非浸水エリアと評価されており，電力供給量

の変動から評価された結果は妥当なものと言える．

６. まとめ

　2000年東海豪雨を対象として，電力供給量の変動と浸水

被害の関係について分析した．またその変動から浸水エリア

図５ 電力供給量の変動

表２ 浸水評価エリアと床上浸水被害の関係

の評価を試みた．その結果，被害実績と比較して良好な結

果が得られ，利用可能性が高いと言える．電力供給量の変

動を利用した都市水害の評価が可能であることが示された．
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